
参照）には，例外としてE層中に緩やかな起伏を伴い比較的連続

性が良い反射面が認められるとしている。

　この反射面は，ボーリング結果の易国問層／大間層境界面にほ

ぼ一致することから，易国間層／大問層境界面を表していると考

えている。反射面は，記録断面図の中央付近では反射面が認めら

れるものの側方に向かっては徐々に断片的となり，記録断面図の

外側へは反射面を追跡することが難しくなるとしている。音波探

査記録断面図中の反射面は，海底や海底下の音響的不連続面を表

し，反射面の明瞭度は上下の地層の音響的物性に左右されるとし

ている。このことから，地層境界を示す反射面は側方に向かって

変化するのは一般的であるとしている。

　なお，海域の音響基盤の音響的物性として，音波伝播速度を求

める調査手法としては，音響基盤に達するボーリング調査を行い

ボーリング孔での音波検層を実施する方法があるが，敷地前面海

域の主要部である津軽海盆には，そのような音響基盤にまで達す

るような海上ボーリングは実施されておらず，また申請者も実施

していないとしている。

　従って，敷地前面海域の音響基盤であるE層の音波伝播速度を

直接示すデータではないが，海域のE層上部相当層のP波速度と

して，易国間層下部層で2．66km／s（T．P．約一27m～約一123m），

主に大間層のシルト岩で構成されるT．P．約一123m～約一255mで

1．80km／s，T．P．約一255m以深め大問層及び貫入岩で，2．10㎞／s

～3．62km／sという値が，敷地のボーリング孔（N－1）を使用し
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たP　S検層から得られているとしている。

4．2採泥調査による対比

　採泥調査は，大間海脚付近及び平舘海峡付近で申請者が実施した

もののほか，地質調査所によっても尻屋海脚付近で実施されている。

（1）大間海脚付近

　　大間海脚付近の音波探査測線と採泥位置を図一4．3に，音波探査

　記録と採泥試料の分析結果を図一4．4及び図一4．5にそれぞれ示す。

　　採泥点St．2においては，海底にC層が分布する地点で採泥し

　ており，鮮新世～前期更新世の時代を示すナンノ化石及び珪藻化

　石を得ている。採泥点St．4においてもほぼ同様の結果を得てい

　る。これらの結果から，C層を鮮新世～前期更新世の地層に対比

　している。

　　採泥点St．9においては，海底にD層が分布する地点で採泥し

　ており，鮮新世の時代を示すナンノ化石を得ている。この結果か

　ら，D層を鮮新世の地層に対比している。

（2）平舘海峡付近

　　平舘海峡付近の音波探査測線と採泥位置を図一4．6に，音波探

　査記録と採泥試料の分析結果を図一4．7にそれぞれ示す。

　　採泥点S．7の試料から，B1層と考えられる深度の位置で，後

　期更新世の十和田ビスケット1火山灰層，阿蘇4火山灰層，十和

　田カステラ火山灰層を得ている。十和田カステラ火山灰層は，町

　田・新井（1992）（至）によると，洞爺火山灰層（約9万年前～約10
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万年前）と阿蘇4火山灰層（約7万年前）との間に位置するとされ

ている。採泥点S．7Bでもほぼ同様の結果を得ている。これらの

結果から，B豆層を後期更新世の地層に対比している。

（3）尻屋海脚近

　地質調査所発行の20万分の1海洋地質図「下北半島沖海底地

質図3（奥田，1993）（2）では，尻屋海脚西方で採泥が実施されて

いる。奥田（1993）（2）により行われた音波探査測線，採泥位置及び

採泥試料分析結果を図一4．8に，音波探査記録と採泥位置を図一

4．9（1）～図一4．9（2〉にそれぞれ示す。

　採泥点RC220は尻屋海脚西側斜面基部付近に位置し，音波探査

測線上から若干隔たっているが，海底地形，地層の分布状況等か

ら判断し，試料はC層分布域から採取されたものであるとしてい

る。この採泥試料から，鮮新世～前期更新世の時代を示す珪藻化

石が得られている。この結果から，C層を鮮新世～前期更新世の

地層に対比している。

4．3．既存地質文献との対比

（1〉鉄道建設公団（1989〉（3）によるギ青函トンネル地質図」

　　日本鉄道建設公団（現独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支

　援機構〉青函建設局（以下「鉄道建設公団」という。）（1989）（3）

　による「青函トンネル地質図」との比較を図一4．10に示す。

　　鉄道建設公団は青函トンネルの建設にあたって，各種の調査結

　果をまとめて1／5万の海底地質図及び地質断面図（鉄道建設公
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団，1972（4）〉を作成している。

　さらにその後，ボーリング調査，物理探査等と先進導坑，作業

坑，本坑等の掘削により得られた地質情報を加え，1／5万の海底

地質図及び地質断面図（鉄道建設公団，1989（3））を作成している。

鉄道建設公団（1989）（3）では，青函トンネルを中心にその両側概ね

4kmを範囲とする地質図及び青函トンネル沿いの地質断面図

がそれぞれ図示されており，地層は，下位より松前層群，福山層，

訓縫層，八雲層，黒松内層，瀬棚層等が分布するとされている。

鉄道建設公団（1972）（4）に比較し，断層や貫入岩の分布等の地質構

造が詳細に図示されている。申請者が参照している鉄道建設公団

の青函トンネル海底地質図は，このトンネル掘削により得られた

地質情報を加味した鉄道建設公団（1989）（3）である。

　青函トンネル沿いの地質断面図（同図中段）と敷地前面海域か

ら伸びる音波探査測線（No．104）の解析地質断面図（同図下段）と

の比較では，申請者によるD層は鉄道建設公団（1989）（3）による黒

松内層（後期中新世～後期鮮新世）に相当しているとしている。

（2〉海上保安庁水路部（1981）「恵山岬」（5）

　海上保安庁水路部発行の5万分の1海底地質構造図「恵山岬」

（1981〉（5）中の地質断面図との比較を図一4．Uに示す。

　海上保安庁水路部（1981〉（5）によると，地層は上位からI　E層（沖

積層），H　E層（段丘堆積物），皿E層（段丘堆積物より下位の更

新統），IVE層（瀬棚層相当層），VE層（黒松内層相当層），VIE

層（八雲層相当層）及び皿E層（訓縫層相当層）並びに火成岩類
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である皿E層の合計8層に区分されている。

　海上保安庁水路部（1981）（5）の調査報告に掲載された地質断面

図（He－204－3測線〉と，これと同じ測線の記録を申請者が解析・

作成した断面図との比較により，申請者のA層及びB1層を海上

保安庁水路部（198DのI　E層及びl　E層に，同様にB2層を皿E層

に，B3層をIVE層に，C層及びD層をVE層に，E層をVIE層及

び皿E層にそれぞれ対比している。このことから，申請者による

時代区分は，海上保安庁水路部（1981）（5）のものに比べ，若干若く

なる傾向にあるとしている。

（3）奥田（1993）「下北半島沖」（地質調査所）（2）

　地質調査所発行の20万分の1海洋地質図「下北半島沖海底地

質図」（奥田，1993）（2）中の地質断面図との比較を図一4．12に示す。

奥田（1993）（2）によると，敷地前面海域付近の地層は上位からS

層（上部鮮新統～完新統），O層（下部鮮新統），B層（中新統以

下で音響基盤）などに区分されている。

　奥田（1993）（2）の説明書に掲載された地質断面図（Gs－26－B測

線）と，これと同じ測線の記録を申請者が解析・作成した断面図

との比較によると，奥田（1993）（2）に記載されたS層とO層との

境界面は，申請者のB3層内にあたるとしている。B3層は，申

請者は中部更新統としており，対応する層順の地質時代は申請者

の方が若く，この傾向はこれより下位の境界面でもみられるとし

ている。
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4．4．陸域に分布する地層との対比

（1）今別付近

　　今別付近における陸域と海域の物理探査記録の比較を図一4．13

　に示す。

　　津軽半島の今別町沖合から今別町陸域にかけては，申請者が海

　域の音波探査，陸域の浅層反射法により，海から陸へと一連の物

　理探査を実施している。陸域の地表に分布する地層，浅層反射法

　測線のごく近傍で実施されたボーリング（T－1孔）結果と浅層

　反射法記録断面図，海上音波探査記録断面図との比較・検討から，

　音波探査によるD層を後期中新世～後期鮮新世の蟹田層に，E層

　を中期中新世～後期中新世の塩越層にそれぞれ対比している。

（2）上磯付近

　　上磯付近における陸域と海域の地層の分布の比較を図確．14

　に示す。

　　陸域に分布する地層の分布状況と海底に分布する地層の分布

　の連続性から，海域のD層を鮮新世の茂辺地川層に，C層を鮮新

　世～前期更新世の富川層にそれぞれ対比している。

4．5敷地前面海域の音響層序毎の時代

　上記の検討により，E層を中新世以下の地層又は火成岩類に，D

層を鮮新世の地層に，C層を鮮新世～前期更新世の地層に，B1層

を後期更新世の地層にそれぞれ対比している。

　B2層とB3層は，C層とB1層に挟まれることから，中期更新世

　　　　　　　　　　　　4－7



の地層に対比している。

　A層はB1層を覆うことから，完新世の地層に対比している。

これらの検討結果をまとめ，敷地前面海域の海底地質とその周辺陸

域の地質の層序対比を表一4．1に，敷地前面海域の海底地質図を図一

4．15にそれぞれ示す。
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表一4．1　敷地前面海域とその周辺陸域との地質層序対比表
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図一4．15　敷地前面海域の海底地質図
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5．検討結果

　以上のことから，申請者が実施した敷地前面海域の地質層序区分及

び時代対比の検討方法，検討結果は，妥当なものと判断した。
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